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１．はじめに 

近年，日本各地で海岸侵食が顕在化しており，砂浜の減少

が問題となっている．海岸侵食は，ダム建設や砂利採取など

による河川からの土砂供給量の減少，沿岸域での浚渫，なら

びに海岸構造物による沿岸への土砂輸送の遮断に起因して

生じる 1)．したがって，山地部から海岸までの一貫した土砂

の移動領域を『流砂系』として捉え，総合的な土砂管理を進

めていくことが極めて重要である 2)． 

宮崎県宮崎市に位置する宮崎海岸においても，砂浜海岸

の侵食が急激に進行しており，養浜をはじめとする海岸侵

食対策が実施されている．これらの土砂管理対策を検討・実

行するためには，土砂の量と質の両方に着目し，土砂動態を

把握する必要がある 3)．しかしながら，宮崎海岸および流入

河川を対象とした土砂動態について，河川を含む広域的か

つ質的な視点から調査した報告は極めて少ない．その一方

で，土砂鉱物の同定・類似性と化学組成の両面から解析・評

価することによって，ダム濁水化の原因土砂の発生源を追

跡する手法が提案されている 4)． 

そこで本研究では，土砂発生源の追跡手法を応用し，宮崎

海岸と隣接する河川流域における土砂の質的特性を比較す

ることによって，土砂の分布実態の解明を試みた． 

 

2．試料および実験方法 

2.1 試料採取と前処理 

図-1 に，本研究における宮崎県中部の河川および海岸に

おける調査地点を示す．本研究で対象とする河川試料は，耳

川，小丸川，一ツ瀬，大淀川，清武川を対象とした．試料は，

各河川から 1 地点を選定し，河床表面の堆積物を採取し，

合計 5 試料とした．海岸試料は，耳川から清武川にかけて

の海岸を対象とし，合計 65地点を選定した．耳川から大淀

川右岸にかけては，各地点における満潮汀線上の表層から

10 cmの土砂に対して，1地点につき 3箇所から採取・混合

した．また，大淀川右岸から清武川までは，柱状試料の第 1

層目の 1 m下部から試料を採取した． 

なお，調査地域は 3 つの海域に区画し，耳川から小丸川

をNorth Area，一ツ瀬川から大淀川をMiddle Area，大淀川か

ら清武川を South Areaとした． 

 

図-1：研究対象地域と試料採取地点 

 

採取した全試料は，風乾後，蒸留水で計 3～5 回洗浄し，

再び風乾させた．その後，自動乳鉢で粉砕し，粉末試料を鉱

物学的な分析に供した．また，耳川から小丸川の海岸におい

て合計 26試料を採取し，海岸土砂の粒度を分析した． 

2.2 分析方法 

土砂の粒度は， JIS A 1204にしたがって分析した．また，

小丸川から大淀川にかけての海岸については，既存データ

(2010)5)のTP+1 mの地点における粒度分析データを用いた． 

採取した全試料は，エネルギー分散型蛍光 X 線（Energy 

Dispersive X-ray Fluorescence：EDX）分析によって，試料に

含まれる各元素を測定した．そして，鉱物の基本元素である

Si，Al，Fe，Mg，Ca，Kの存在割合を比較した．また，粉

末X線回折（X-ray Diffraction：XRD）分析によってX線回

折パターンを取得し，顕著なピーク強度からピーク強度比

を算出した． 

2.3 類似性の評価方法 

XRD分析によって得られた，各試料のX線回折角度のピ

ーク強度比について，クラスター解析を実施し，類似性を評

価した．クラスターの距離は，グループ内平方和を最小とす

るWard法を用いた．類似性の評価は，区画した 3海域ごと

のクラスター解析によって詳細な類似性を比較した．さら

に，調査地域全体におけるクラスター解析によって，宮崎県

中部海岸全体における類似性を比較した． 
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3．結果 

3.1 土砂の粒度分布 

 耳川から大淀川までの海岸における粒度を分析した結果，

多くの海岸で砂分の割合が高い傾向を示した（88.5%～

99.9%）．しかしながら，都農町周辺と小丸川近傍の海岸は

礫分の割合が高い（5.1%～80.4%）．したがって，これらの

海岸における平均粒径が，0.640 mm～8.826 mmと局地的に

大きく，その他の海岸では，0.174 mm～0.575 mmと小さい

傾向を示した． 

3.2 土砂の化学組成 

 Si は，North－Middle－South の順に 76.10%－70.99%－

67.56%となり，南下するとともに減少する傾向を示した．K

も同様に，2.09%－1.57%－1.46%と南方向で減少した．これ

に対して，Al，Fe，Ca，Mgは，南下するとともに増加した

（Al，12.96%－14.73%－15.86%；Fe，4.44%－6.21%－7.36%；

Ca，2.11%－3.15%－3.98%；Mg，1.59%－2.53%－2.79%）． 

3.3 土砂の鉱物組成と類似性の比較 

 全試料について，X 線回折角度のピーク強度比によるク

ラスター解析によって類型化し，同一クラスターごとに色

分けした土砂の類似別分布図を作成した．図-2と図-3に，

3地域ごとと全調査地域の分布図を示す．North Areaは，耳

川と小丸川に近い海岸が，河川と類似する土砂が分布した．

一方で，これらの河川と離れた海岸は，河川との類似が低か

った．このことから，それぞれの河川から近傍の海岸にかけ

て土砂が移動していることが示唆された．そのため，耳川や

小丸川から離れた海岸では，その他の河川から土砂が供給

されたことが推察された．Middle Areaは，北側と南側の海

岸が，それぞれ一ツ瀬川と大淀川に類似する土砂が分布し

た．しかしながら，Middle Areaの中央は，河川や周辺海岸

との類似が低い土砂が分布した．この海岸周辺は，台風襲来

時における沿岸漂砂量の寄与分が大きく，台風の特性に応

じて北もしくは南方向への土砂移動が変動することが報告

されている 6)．そのため，台風が土砂分布に影響している可

能性が示唆された．South Areaは，各河川の土砂が，海岸の

右岸方向に分布した． 

そこで，全調査地域を対象として解析すると，耳川から一

ツ瀬川の右岸に至る海岸において，類似する土砂が分布し

ていることがわかった．また，Middle Areaは，一ツ瀬川の

右岸と大淀川右岸で明瞭に区分された．South Areaの大淀川

以南の海岸は，大淀川由来の土砂が清武川左岸まで分布し，

清武川右岸では，清武川由来の土砂が分布した． 

以上の結果から，宮崎県中部海岸の鉱物組成の類似性を

比較することによって，海岸における土砂の起源と分布状

況を推定できることが明らかとなった． 

 

 

図-2：各調査地域における鉱物組成の類似別分布図 

 

 

図-3：調査地域全体における鉱物組成の類似別分布図 

 

4．まとめ 

（1） North Area の都農町周辺と小丸川近傍の海岸は礫分の

割合が高く，宮崎県中部海岸は砂分の割合が高い．  

（2） 中部海岸における土砂の化学組成は，北の耳川から南

下するとともに， Si と K の割合が減少し，Al，Fe，

Ca，Mgの割合が増加する． 

（3） North Area は，各河川から近傍の海岸にかけて土砂が

分布した．Middle Areaは，北側は一ツ瀬川，南側は大

淀川の土砂が分布した．South Area は各河川から南方

向に土砂が分布した． 

（4） 中部海岸全体では，耳川から一ツ瀬川までの海岸の土

砂が類似しており，大淀川以南の河川の土砂は，各河

川から南方向に土砂が類似する． 
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